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「JENESYS2022」日中青年オンライン交流(幼児期における情操教育)の記録 

 

１．オンライン交流概要 

【目的】 

 本プログラムは、中国で関心が高まる「幼児期における情操教育」をテーマに、日中の幼児教育を

学ぶ大学生及び幼児教育関係者が、互いの事例紹介やテーマ別のグループ交流及びセミナー受講を

通じて同分野に関する相互理解を深めるとともに、日中両国の友好促進を図ることを目的としまし

た（日中青年オンライン交流は、本プログラムを含めテーマ別に計 3 回開催する計画で、2022 年度

にはうち 2回実施）。 

 

【参加者】 大学生・幼児教育関係者 中国側 24名、日本側 8名 

 

【日程】 

日にち 

訪問地 

内容 参加者の質問・反応（参加者の人数実績） 

１回目 

2月 24日 

東京都 

【セミナー】 

①趣旨説明 

②セミナー、質疑応答 

テーマ:日本の保育・幼児教育と情操教育 

講師:野澤 祥子 東京大学大学院教育学

研究科附属 発達保育実践政策学セ

ンター 准教授 

③4グループに分かれてグループ交流（自

己紹介、アイスブレーク、グループテー

マ決定） 

セミナーでは、講師から、日本の保育・

幼児教育の制度やカリキュラム、地域や

世界における実践事例等についてお話

しいただきました。参加者から「講師が

事例として挙げた光の探究プロジェク

トでは、保育者は幼児に対してどのよう

なフィードバックをしたのか。」「日本の

幼児教育において男性保育士が担う役

割や特色などはあるか。」等、様々な質

問が挙がりました。 

（参加者：大学生・幼児教育関係者 中

国側 22名、日本側 8名） 

2回目 

2月 28日 

東京都 

【テーマに関する交流】 

①日中の幼児教育現場における情操教育の

事例紹介、質疑応答 

日本側:金崎 友香 あさひの保育園 園長 

中国側:劉 静 北京宋慶齢幼稚園 園長 

 

 

 

幼児教育現場の事例紹介では、日本側

は中国との保育・教育システムの違い

や、「活きる力」を育む教育について

多くの動画を用いて紹介し、中国側は

宋慶齢幼稚園の施設や、保育理念、実

際の取り組みについて紹介しました。

グループ交流ではテーマに基づき、意

見交換を行いました。参加者からは
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② 4グループに分かれてグループ交流 

【グループテーマ】 

Gr.1: 思いやりの心をどう育むか 

Gr.2: 保育者と保護者の関係について 

Gr.3: 幼児の感情軽視がもたらす問題に

ついて 

  Gr.4: 日本と中国の現場の課題や良さか

ら考える情操教育につながる子ど

もの学びについて 

 

③ 参加者による感想発表 

「年少クラスを担当しているが、幼児

にとって親から離れるのは大きな挑戦

であり、ストレスを感じる。これをど

のように乗り切るかがポイントだ。」

「教諭と保護者が良好な関係を築くこ

とが非常に大切だ。そうすればその後

の仕事をスムーズに進めることができ

る。そのためにはお互いの信頼感が重

要。」「自己表現が苦手な児童や、発

達障害を持つ児童に対しては、その児

童をよく観察して、好きなことや興味

のあることを見つけてから教諭に心を

開いてもらうように接している。」な

どの話が出ていました。 

（参加者：大学生・幼児教育関係者 

中国側 23名、日本側 8名） 

 

２．記録写真  

  

2023年 2月 24日【セミナー】 

セミナー後の質疑応答 

2023年 2月 28日【テーマに関する交流】 

グループ交流終了後の記念撮影 

 

 

３．中国側参加者の感想（抜粋） 

◆首都師範大学 講師 

 日本の幼児教育施設の現状と、日本政府が就学前教育を重視し改革を行っていることが理解でき

ました。また、グループテーマのディスカッションを通じ、中日両国の文化の相違点を知ることが

でき、就学前教育の講師・研究者としてこの専門分野に関して得るものが多く、就学前教育のカリ

キュラムの設計について考えるきっかけにもなり、今後の研究に大変参考になりました。 
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◆首都師範大学 大学生 

 今回、グループで幼児の感情軽視と幼児教育施設を関連づけて交流しました。最大の収穫は、3歳

児が自己中心にすべてのことを捉え、自分がやりたいように行動したり、自分の願望を表現すると

いった幼児によくみられる問題に対して、日中双方の教育方針は重視する点が違うことが分かった

ことです。幼児の分離不安の解決方法には、それぞれ自国の特色があり、日本の取組の中でいくつ

か参考になるものがありました。 

特に年齢の異なる子どもが一緒に活動する混合保育については、中国の幼稚園でも実験的に取り

入れて研究する価値があると思いました。 

 

◆首都師範大学 大学生 

1．グローバル化が進む中で、中日幼児教育改革の方向性は共通している点が多いと思います。例え

ば、幼児の社会的・情動的学習の重視や、遊び・生活の中での教育の重視等です。 

2．日本の幼児教育の政策・理論や実践の紹介を通じ、日本はすでに保育・教育の一本化を実現して

いることと、集団生活で幼児の資質の育成を重視し、「活きる力を育む教育」を実践していること

が分かりました。 

3．日中双方の教育事情を熟知している研究者との交流を通じて、より深い視点から考えることがで

きました。 

 

４．日本側参加者の感想（抜粋） 

◆幼児教育関係者 

たいへん実りの多い交流だと実感しています。まず、24日の野澤祥子先生の講座、及び 28日の金

崎先生の講座と劉静先生の講座を通して、日中双方の参加者に幼児教育における情操教育の意義と

両国それぞれの情操教育の取り組みについて把握してもらうことができていると思います。その上

で、グループに分かれて、それぞれのテーマについてディスカッションできたことによって交流を

深められたことが何よりも大きな収穫でした。 

 

◆幼児教育関係者 

この度は貴重な場に参加させていただき、ありがとうございました。グループ内で自己紹介した

際に「この仕事に携わっている理由」について幼児園教諭をされている皆さんが、「お子さんの笑顔

で元気になれる」「達成感がある」などとても誇りを持って携われている姿勢がとても素晴らしいと

思いました。私自身も改めて胸を張って子ども達と関わろうと思います。 

また、中国での幼稚園での取り組みについては日本と中国の幼児教育における理念の違いを知る

ことができ、大変勉強になりました。なかなか日本以外の国の保育理念などについて知る機会がな

かったので、とても貴重な時間になりました。 

 

◆大学生 

 中国と日本という違う国で、教育制度なども異なる中、教育において大切にしたいことは似てい

たことが印象に残っています。現場でのお話をお聞きしながら共通点や相違点を見つけていくとい
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う経験は今のコロナ禍ではなかなかできない経験だったので、コロナで人同士の交流が乏しくなっ

ている時期に大学生になった私としてはとても新鮮でした。  

 

５．参加者の対外発信、報道記事等 

  

2023年 3月 3日（中国宋慶齢基金会） 

今回の交流は、中日の青年が相互理解のプラッ

トフォームを築くため、専門分野における課題

への深い理解と一歩踏み込んだ交流への意欲を

高めた。 

2023年 3月 6日（浪潮新聞） 

セミナー講師は、情操教育は幼児の学びを促

し、成長と福祉において重要な意義があると強

調した。グループ交流では、マクロとミクロの

視点から、中日の情操教育の考え方やモデルを

解析し、理論と実践の両面から話し合った。 
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2023年 3月 6日（21世紀教育網） 

日中の若者からは「今回の交流を通して、両国

の幼児教育分野の理念と取組みについて、深く

理解できた。今後も学び合い、情操教育を発展

させたい」との声があった。 

2023年 3月 14日（首都師範大学） 

今回の交流中、就学前教育学院の講師・学生

16名がディスカッションに参加し、専門知識

に自身の見解を添えて発言し、首都師範大の若

者らしきを発揮し、参加者の好評を得た。 

 

実施団体名：（公財）日中友好会館 

 


